
　

そ
の
二
基
の
う
ち
「
シ
ョ
ウ
ゴ
ン
サ
ン
」
と
通
称

さ
れ
る
将
軍
塚
１
号
よ
り
一
点
の
泥
塔
が
石
に
囲
ま

れ
る
よ
う
に
出
土
し
ま
し
た
。
こ
の
泥
塔
は
全
長
が

９
・
５
セ
ン
チ
で
、
舟
形
光
背
形
を
し
て
お
り
、
多

宝
塔
を
薄う

す
に
く肉

彫ぼ

り
に
型
で
押
し
出
し
、
塔
身
に
は

弥み
　
だ陀

の
凡ぼ

ん
じ字

が
浮
き
上
が
る
よ
う
に
彫
刻
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

将
軍
塚
は
、
阿
山
条じ

ょ
う
り里
の
西
南
端
に
禍

わ
ざ
わ
いの
侵
入
を

防
ぐ
神
（
塞

さ
え
の

神か
み

）
と
し
て
15
世
紀
後
半
に
は
成
立
し

て
い
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
泥
塔
も
ま
た
、人
々

が
村
落
へ
の
禍
の
侵
入
を
恐
れ
、
厄
除
祈
願
の
た
め
、

将
軍
塚
に
埋
納
し
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
当
時
の
信

仰
の
一
端
が
う
か
が
わ
れ
ま
す
。

　

泥
塔
を
含
む
将
軍
塚
か
ら
の
出
土
品
は
市
指
定
有

形
文
化
財
（
考
古
資
料
）
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

生
涯
学
習
課
文
化
財
室　

☎
22
・
９
６
８
１

この広報紙は古紙配合率 100％
の再生紙を使用しています。

伊
賀
市
の
文
化
財 
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伊賀市の人口・世帯数
（平成18年 2月 28日現在）

　4月 1日㈯から 5月 7日㈰まで、上野公園と上
野市街地を中心に伊賀上野NINJA フェスタ 2006
が開催されます。
　恒例の「忍者変身処」「忍者犬変身処」で、色と
りどりな忍者衣装に着替え、街中を自由に散策でき
ます。また、5つの「まちかど忍者道場」や街中のあちらこちら
に隠れている忍者人形を見つける「まちなか忍びの者を捜せ」な
ど、忍者をテーマとした様々なイベントが行われますので、ぜひ
参加してください。この機会にあなたも忍者に変身してみませんか。

★表紙の写真は、伊賀上野NINJAフェスタＰＲ用ポスターのモデルに選ばれた
　松本彩菜ちゃんとゴールデンレトリバーのあなごちゃん（飼主：伊達春江さん）。

伊賀上野NINJA フェスタ 2006

将
軍
塚
（
円
徳
院
）　

出
土
の
泥で

い
と
う塔　

　

泥
塔
は
、
粘
土
で
造
ら
れ
た
高
さ
約
10
セ
ン
チ
ほ

ど
の
小
型
の
塔
で
す
。
泥
塔
造
り
は
、
平
安
時
代
末

期
の
密
教
の
影
響
下
に
お
い
て
行
わ
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
当
時
の
貴
族
の
日
記
に
は
、
造
塔
に
よ

り
得
る
こ
と
の
で
き
る
功
徳
を
信
じ
て
数
千
、
数
万

も
の
泥
塔
を
造
っ
た
と
い
う
記
事
が
残
さ
れ
て
い
ま

す
。
造
ら
れ
た
泥
塔
は
、
大
塔
に
納
め
ら
れ
た
後
に

密
教
系
寺
院
に
お
い
て
供
養
さ
れ
ま
し
た
が
、
大
和

地
方
な
ど
の
一
部
地
域
に
お
い
て
は
泥
塔
を
集
め
て

塚
と
す
る
風
習
も
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
こ
の
よ
う
な

泥
塔
供
養
は
、
鎌
倉
時
代
に
な
る
と
広
く
一
般
民
衆

の
間
で
も
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

昭
和
55
年
、
円
徳
院
字
川
原
地
区
の
圃
場
整
備
事

業
に
伴
い
同
地
に
あ
る
二
基
の
将
軍
塚
に
お
い
て
試

掘
調
査
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

▲将軍塚位置図（『伊賀郷土史研究８』より）

▲将軍塚出土の泥塔

103,155 人

50,100 人

53,055 人

38,132 世帯

人口

（男）

（女）

世帯数
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